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松浪　皆さん、こんにちは。
－－　こんにちは。
松浪　昭和54年から平成6年まで16年間
にわたり、専修大学の教壇に立たせていただ
いた松浪健四郎です。私は、本日講師として
招かれたことを大変嬉しく思い、洋服ダンス
から専修大学の古いネクタイを探して締めて
きました。私は、今も「宮城の北」を歌うこ
とができますし、自分の学んだ大学には4年
間なのに対し専修大学には16年間も居たわ
けですから、専修大学に対する愛着は強くあ
ります。
　新聞を毎日見ますが、サッカーが強くなり
ました。明治との決勝戦は、私もひそかに応
援に行きましたが、強くなりました。ですが、
野球は下手をすると3部に落ちるのではな
いかと心配していますし、かつて、今の季節
になれば胸を張れたラグビーが活字になるこ
とはありません。僅かにバスケットボールが
男女とも活躍してくれている程度です。私は
専修大学のことは一部始終知っているので、
ファンとして、もっともっと頑張ってほしいと
思います。
　今日は、「カレッジスポーツを考える」です。
もし、皆さんが卒業して、母校の名前を見る
としたら、誰かが悪いことをして社会面をに
ぎわわせるか、それ以外はスポーツ面しかあ
りません。母校が活躍していることは大きな
励みになり、大きな力を与えてもらえると思っ
ています。
　多くの人々は、大学スポーツは大学の宣伝
のためだと言います。もちろんそれはあります
が、活力のある大学である証しです。全国に
4年制の大学が783校あります。その中で、
専修大学の知名度はどの程度あるでしょう
か。昔は相当ありました。まさか東洋や駒沢
に抜かれるとは思っていませんでした。いわ
ゆる「日東駒専」という表現をする人が居ま
すが、その一番下に「専」が来ることは、関
係者として屈辱です。恐らく、スポーツの強さ・
弱さも影響しています。
　そして、それらのことは受験者数に反映し
ます。専修の先生は頭が固く、運動選手を合
格させる、入学させることに非常にうるさい
大学でした。私が学長なら、無条件でみんな
入れたのにと思うこともありました。
　早稲田のほうがはるかに運動選手を合格さ
せ、入学させます。それは、大学として戦略
を持っているかどうかにかかっていると思いま
す。私の経験から言えば、大体、専修大学は
戦略という言葉をあまり知りません。
　どのようにかして大学の知名度を上げるこ
とにより受験生が殺到します。受験生が、向
ケ丘遊園から途切れることなく続いた時代が
ありました。専修大学に入るのは至難の業で
あるという時代に、私も教壇に立っていまし
た。胸を張って、立派な学生が本学で学んで
くれました。私は、専修は、歴史もあるが故に、
そういう大学でなければならないと思ってい
ます。
　とにかく、スポーツを強くすれば、卒業生
は胸を張ることができます。世の中の人たち
に、専修大学の認知度が高まります。そして、
受験生が増えます。つまり一石三鳥ですから、
スポーツの強い大学にしてもらいたいです。
　とりわけ野球をなんとかしてもらいたいで
す。野球の応援に行くと、校歌と応援歌を自
然に覚えます。決勝戦になると授業を休講に
して、神宮を学生で埋め尽くしたことが幾度
もありました。大変懐かしく思います。この前、
1部、2部の入れ替え戦に勝って上がってほっ
としたら、1シーズンで下に落ちてがっかりし
ていますが、とにかく強くしてもらいたいとい
う思いを、関係者の1人として強く持ってい
ます。
　今日、私は、「スポーツの文化的価値とそ
の可能性」というテーマをいただいて話をし
ます。今年の6月14日に、教育振興基本計
画、これからの日本の教育をどういう方向に
持っていくかという計画が閣議決定されまし
た。その4番目に、「国民の絆を強める」と
いうのがあります。国民の絆を強めるにはど
うしたらいいでしょうか。それを一番教えてく
れたのは、女子サッカーのワールドカップで
なでしこジャパンが優勝したことです。
　あの3・11の大被害にみまわれて、国民
は元気を失い、萎縮していたにもかかわらず、
女子サッカーがワールドカップで堂々と優勝
してくれました。国民が心を一つにして応援
をしました。つまり、運動・スポーツが強い
と、国民の絆を強めることができます。それ
は、先頃決まった2020年の東京オリンピッ
ク・パラリンピックの開催にもつながると思
います。国民がバラバラであってはいけませ
ん。日本人としての誇りを持ち、自分たちの
国に自信を持つためには、国民の絆を強化す
る必要があります。この教育振興基本計画の
中で、スポーツの強化がうたわれています。
　そして、これを受けて、文部科学省は、来
年の文部科学省の予算を策定しようとしてい
ますが、その中に、sports for tomorrowとい
う選手強化策が挙げられています。よく読ん
でみると、強化策の1番には、「各大学で選
手の強化をしてほしい。そのために少し補助
金を出そう」と書かれています。それは、国
民が心を一つにするのはスポーツの応援だと
いうことを、なでしこジャパンが教えてくれた
からだと思っています。
　そういう意味において、専修大学も選手を
強化しなければいけません。強くするにはど
うすればいいでしょうか。いろいろな策はある
でしょうが、とにかく、魅力的な学校にし、キ
ラッと光る輝きを持たなければ、一流選手は
専修大学に押し掛けてきません。結局、総合
力が物を言うと思います。
　多くの先生方は、勉強ができるものが素晴
らしい、音楽、絵画、スポーツが素晴らしくても、
入試科目にないから駄目だと評価します。私
松浪 健四郎（日本体育大学理事長）
基調講演
スポーツの文化的価値とその可能性
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は若いときに、アメリカの東ミシガン大学に
留学していました。英語は全く話せませんで
した。けれども、州立であるこの大学が私を
受け入れてくれました。レスラ とーしての力を
認めてくたわけです。つまり、アメリカでは、
学力のある者だけを評価するのではなく、一
つ一つ、いろいろな特徴と特技があることを
評価します。つまり、万能を平等に評価します。
　大学は学問の府であると同時に人格形成
の場であり、人間を作る場所です。としたな
らば、人間を作るためには、人間力の素晴ら
し人材を育成するため多様性に富んだ大学で
なければなりません。
　私が専修大学に居るときは、体育実技は
必修でした。実技で、みんな仲よくチーム
を組んで授業をやりました。そうすることで、
新しい友達ができたり、友達の一つの特技を
発見したり、絆が強まっていったと思います。
けれども、今、文部科学省の大学設置委員
会では、体育の授業は選択制に変わっていき
ました。
　今の社会のキーワ ドーは健康です。健康を
維持するためには運動をしなければいけませ
ん。それには生涯スポーツだという視点から
すれば、学生時代から熱心にスポーツに親し
む必要があると思いますが、なぜか、体育の
授業・実技が軽視され、今日に至っています。
そのことを私は悲しく思います。
　スポーツは単なる勝ち負けの文化ではあり
ません。大変重要な側面を持っています。い
わゆる、きょうのテーマである「文化的価値
を持つ」という認識を新たにしてもらわなけ
ればいけないとも思います。
　一昨年、スポーツ基本法という法律が制
定されました。この法律の前文1行目にこの
ように書かれています。「スポーツは、世界人
類共通の文化である」。ここから、この法律
が始まります。そして、一言で言えば、全て
の国民がスポーツをする権利を持ちます。そ
して、国および地方公共団体は、国民がスポー
ツをできるよう、楽しめるよう施策を講じなけ
ればなりません。
　運動をする、体を動かすことが、健康の維
持・増進につながると科学的にはっきりして
いますから、これをやることによって、わが国、
政府の医療費を削減することができます。こ
の国は、入院をして、病床に横たわる人たち
は支援しますが、元気な人の応援はしません。
　元気な人が病床に伏すことのないように、
あらかじめ手を打っておかなければいけませ
ん。これがスポーツの振興だと思いますし、
それをやる必要があります。それをやらなけ
れば、わが国は先進国とは言えないし、立法
国の仲間入りを果たすこともできないし、意
識はまだまだ発展途上国並みだと言わねばな
らないと思っています。しかし、この国の人
たちは、スポーツの持つ文化的価値を認めよ
うとしません。だから、現状のままなのだとも
思います。
　文化的価値といえば、まずは文化とはなん
ぞやという話になります。字は簡単で、誰で
も書くことができますが、文化について説明
してくれとお願いすると、説明できる人は少
ないです。そこで、私流に説明すると、文化
とは、まず、あってもなくても構わないし、困
らないものです。しかし、われわれが生きて
いく上において、あったほうが心を豊かにし
てくれます。そして、その価値は普遍性に富
んでいます。100年経とうが200年経とうが、
その価値は変わりません。これが文化です。
有っても無くても構わない、有ったほうがより
豊かな生活を送れ、心を豊かにすることがで
き、その価値は普遍性に富んでいる、これが
文化だと思います。
　では、スポーツとは一体なんでしょう。ス
ポーツは、運搬する、転換するという語源の
「portare」を由来とする「deportare」から来
ています。つまり、気分転換をするというこ
とです。昨日、たまたまNHKのテレビでやっ
ていましたが、われわれは、野生児に近づき、
運動をしたほうがうつ病にならないし、また、
うつ病になったら、自然の中で生活をする人
のような生活をしたほうが快方に向かいます。
　もしかして、この難しい、たくさんのストレ
スを抱える時代にあって、われわれは、スト
レスを軽減する方法として、運動やスポーツ
で体を動かしたほうがいいのではないでしょ
うか。勉強するにしろ仕事をするにしろ、気
分転換することによって能率を高めることが
できると思いますし、そこにスポーツの一つ
の価値を見いだすことができるとも思ってい
ます。
　スポーツは、一体いつ頃から始まったので
しょう。この文明の進んだ時代にあって、ボー
ルを扱って遊んだり、喜んだり、ただ走って
喜んだり、悲しんだり、なぜそのようなことを
するのでしょう。
　私は、かつて、スポーツ人類学という学問
を専らにしていました。われわれの祖先は狩
猟、つまり、狩りをして生きてきました。2本
足歩行をし、木の上での生活を終えて、サバ
ンナで生活を始めました。そして、狩猟・採
集の生活を営みました。古い遺跡から、まず
たくさんの石が発見されます。人間だけが石
を投げます。チンパンジーは果物や木の端切
れを投げたりしますが、石を投げる動物はヒ
トをおいていません。それ故に、ヒトは知性人、
ホモサピエンスといわれると同時に、投石人
松浪健四郎氏
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と呼ばれます。ホモ・フンディトールといいま
すが、ヒトだけが石を投げます。この、石を
投げることによって狩りをすることができまし
た。
　ところが、この狩りは1人ではできません
でした。どの方向に獲物が居るか発見する力
のある者、獲物をこちらに追い出してくる者、
上手に石を投げて獲物を仕留める者、狩りの
終わった後で上手に肉を解体する者、その皮
をなめして被服を作ることのできる者、肉を
うまく乾燥させて保存に耐えるようにする者、
いろいろな人たちが居て、その生活が成り
立っていました。
　つまり、分担をし、その人の個性を認め合
い、特徴・特技を認め合って、みんな仲よく
生活をしてきました。これが人の歴史です。
やがて石を投げるよりも、ブーメランを投げ
るよりも、より早く、より遠く、より正確に投
げることができる槍を使うようになります。そ
して、槍を投げるよりも弓を射ることで、より
効果的に狩りをすることができるようになりま
す。これは、鉄砲が発達するまで人類社会の
中で続いてきたことです。
　人間の肩の発達は、大体200万年前に、
今日のわれわれの骨格のように、物を投げる
ことができるようになったというハーバ ドー大
学の研究がありますが、とにかく狩りをして
きました。それ故に、われわれの遺伝子の中、
血の中には、狩りをしたい、狩りをしなけれ
ばならないという思いが宿っています。
　ですが、これだけの近代的社会の中におい
て狩りをすることはできません。狩りの代理
活動として、私たちはスポーツを楽しんでい
ると言っても過言ではありません。私は、そ
こにスポーツの文化的価値が潜んでいるとも
思っています。だけど、モータースポーツな
んて狩りと関係ないじゃないかと思うかもしれ
ませんが、そうではありません。前に走る自
動車が獲物であって、その獲物を抜き去るこ
とによって仕留めます。そういう視点からす
れば、多くのスポーツの源流は狩猟に見るこ
とができます。
　そして、美しさを競うスポーツがあります。
これは、宗教的儀式から生まれたものと言っ
ていいと思います。それ故に、美を競うスポー
ツは、競技中に野次ったりしません。神聖な
面持ちで静かに競技を見守ります。もう一つ
に、格闘技があります。美を競うスポーツは
神との対話をするためのものであり、もう一
つは、レスリングをはじめとする力比べで、神
占といって、占いのために神様の前でするも
のです。これらが源流でしょう。
　つまり、狩りと宗教が今日のスポーツを生
んだと謳っていいと思っています。それ故に、
より強く文化性を持っていると言っていいと
思っています。
　スポーツの、もう一つの文化的価値の高
さは、個性を生かす点です。先ほど、狩りを
するのに一人一人の個性を生かすと言いまし
た。個性は英語でアビリティー (Ability）、才能、
手腕のことです。この個性というのは、その
人しか持ち得ない極めて大切なものです。ス
ポーツは、その個性を生かすためにも行われ
ると思っています。
　例えば、強くなるため、技術を習得するた
めに練習をします。プラクティス、エクササ
イズ、スタディーと言っていいかもしれませ
んが、繰り返し繰り返し反復することによっ
て技術を身に付けます。ですが、一人一人、
背の高さも違えば手足の長さも違うとしたら、
先生やコーチから教えてもらった技術は、自
分なりに工夫して自分のものにしなければな
りません。つまり、個性を生かし、自分の思
いと体に合った方法で技術を自分のものにす
ることです。これが練習です。個性を殺して
はいけません。個性を生かさなければいけま
せん。
　次に、トレーニングという言葉があります。
技術は身に着けたけれども、この技術をより
有効的に発揮するために、パワーやスピ ドー、
持久力が必要ということになると、いろいろ
なトレーニングをしなければいけません。その
トレーニングも、自分のどこに弱点があるかを
理解し、徹底的に強化を図ることです。つまり、
一つ一つのトレーニングは、皆と同じことをし
ていたのではいけません。個性がなければい
けません。個性を発揮しなければいけません。
自分を分析する力を持たなければいけません。
そうすることによって、トレーニングをより効
果的なものにし、高めることができます。練
習もトレーニングも、個性の発揮です。
　ところが、この国には稽古という言葉があ
ります。これは英語に訳すことができません。
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なぜなら、わが国独特のものだからです。稽
古とは一体なんでしょうか。これは、様式・
形式・作法を学ぶことです。つまり、個性を
発揮していいところと、個性を殺さなければ
いけないところがあることを学ぶのです。私
は、これが稽古だと思っています。
　皆さんのお母さんが、若いときにお稽古事
をしました。お茶やお花、いろいろなものを
習いに行きました。この国の女性がなぜ昔か
らお稽古事をしてきたかというと、お嫁に行っ
たときに、嫁いだうちで個性を発揮するとト
ラブルが起こるからです。個性を殺し、様式・
形式・作法に則って振る舞うことによってう
まくいきます。だから、個性の殺し方を学ぶ
ことがお稽古事であったと思います。
　日本の武道も、おおむね稽古といいます。
これも個性の殺し方を学ぶことです。つまり、
個性は発揮してもいいけれども、個性を殺さ
なければいけない、発揮していはいけない場
所、場面があることを学ぶのがスポーツだと
思います。そうすることによって、スポーツマ
ンは相互の理解を深め、いい友を得るだろう
し、友好関係を構築することができると思っ
ています。
　オリンピックは若人の祭典と言われるのと
同時に、平和の祭典とも言われています。世
界の国々は、国の体制が違い、法律が違い、
何よりも風土が違い、食生活が違います。そ
こでできる民族性、国民性はまちまちです。
何もかも違います。例えば、日本の「こちら
へおいで」の手招きは、アメリカでは「あっ
ちへ行け」です。このように、何もかも違っ
てきます。
　しかし、スポーツだけはどこへ行っても同
じルールで戦います。そして、その価値観は
同じです。だからこそ、激しい戦いをした後も、
ノーサイドになれば友になることができます。
相手を称えることができます。相手を知るこ
とができます。そこに、スポーツの大きな価
値があり、オリンピックが平和の祭典と言わ
れる所以がそこにあると思っています。
　嬉しいことに、2020年の東京オリンピック・
パラリンピックの開催が決定されました。多
くの人は、たくさんのメダルを取らなければい
けない、勝たなければいけないと言いますが、
その前に、われわれは国民として、外国のお
客様をいかにお迎えするか、「おもてなし」の
心が大事です。われわれは、少しでも外国の
ことを勉強しなければいけないのではないで
しょうか。
　とりわけ、イスラム教の国々からやってくる
人たちの考え方、習慣は、われわれではなか
なか理解することができません。そういうこと
についても勉強しておく必要があるのではな
いでしょうか。でなければ、私たちが、真心
を込めておもてなしをしても、逆の効果が出
る可能性もあります。
　例えば、せっかく来てくれたのだからとビー
ルやお酒を振る舞います。しかし、イスラム
の国の人たちは、酒を飲むことはありません。
そして、素晴らしい料理で歓待しますが、そ
こに豚肉が使われていないか、牛肉はハラー
ルという方法でと殺したものかどうかというこ
とも知っておかなければ、せっかくのおもてな
しがおもてなしになりません。
　私たちはオリンピック・パラリンピックを開
催するにあたり、世界中からお客さまを招く
上において、各国の文化や習慣、いろいろな
ことを学んでおく必要があるし、それができ
て初めて平和の祭典を主催する資格があると
思っています。
　1964年に東京でオリンピックが開催され
ました。1945年に大戦争で敗戦をした日本
が、あっという間に復興し、オリンピックを開
催することになりました。政府は何をしたで
しょう。
　政府は、東京―神戸間を高速道路でつな
ごう、東京―大阪間に新幹線を走らせよう、
首都東京の地下鉄網を整備しよう、東京都内
の環状線の高速道路を整備しよう、青山通り
をきちんとしよう、駒沢公園近辺を整備しよ
う、バラックが立ち並ぶ代々木をきれいにし
ようと、大改革を行いました。
　ところが、わが国の政府は、これらをする
ほどのお金を持ちませんでした。INF世界銀
行から大変な借金をしました。ありがたいこ
とに、オリンピック以後のわが国の経済の発
展、景気は右肩上がりで、その借金は平成2
年に全部返済し終わりました。
　それだけの借金をして行ったイベントは、
日本国民に自信を植え付け、世界の国々に日
本の偉大さを宣伝することに役立ったと思い
ますが、これは、ラッキーだったと思う一面も
あれば、国民が一生懸命努力をした成果でも
あったと思います。
　2020年のオリンピック・パラリンピックを
開催するにあたって、東京都は既に4000億
円の予算を計上しています。外国から借金を
する状況ではありません。このオリンピック・
パラリンピックをすることは、子どもたち、ま
た大人たちに夢を与えます。
　大体、オリンピック・パラリンピックは国
の経済や生活様式の変化の一つの分岐点に
なります。それは、今までの歴史でもありまし
た。7年後、国が変わるだろう、いえ、私た
ち一人一人が変わっていくだろうと思います。
それが刺激であり、オリンピック・パラリンピッ
ク開催の効果ではないかと思っています。
　ちなみに、紀元前776年から始まった古
代オリンピックは、約300回も続きました。
なぜそんなに続いたのでしょうか。それは、
オリンポスのゼウスの神を中心にした12神を
祭る宗教的イベントであったということもあり
ますが、都市国家が全部集まって、そこでい
ろいろな話し合いをしました。今日風に言え
ばサミットかもしれません。そして、神を祭る
イベントであるが故に、紛争中の国々は紛争
を中止してオリンピックに参加しました。
　オリンピアの山の麓に、大きなテントが幾
張りも幾張りも並びました。そして、多くの人々
がそこにやって来ました。4年に1回開催さ
れるオリンピックのイベントには、世界中の
特産物が並べられ、物と物を交換する、種と
種を交換するというような、現在でいう国際
見本市的な趣でテント村が賑わったことを歴
史が教えてくれています。
　人が集うということは、われわれにいろい
ろなものを提供してくるということであり、史
実は、オリンピックが古代ギリシャの文化的
向上に大きな役割を果たしたことを教えてく
れています。
　そのことを思うと、2020年に東京でオリ
ンピック・パラリンピックが開催されることは、
われわれの国が新たに変わる分岐点になるで
しょう。私たちはそのための心構えをしてお
かなければならないと思います。
　いずれにしても、反対をしていたメディア
までもが、オリンピックをやろう、協力しよう、
みんなで世界中のお客様をお迎えしようとい
う雰囲気になってきています。オリンピック・
パラリンピックが、文字通り平和の祭典にな
るように、そして、オリンピック・パラリンピッ
クの開催が世界に平和もたらさなければな
らないと思います。メダルを幾つ取るか、ど
うしなければいけないかという議論ではなく、
オリンピック・パラリンピックの文化的価値、
可能性を皆さんに理解してもらいたいです。
　時間が来ましたので、私の話を終わります。
ご清聴、どうもありがとうございました。
